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第 1章緒
昏 日 アレルギ、一性変化惹起ウサギ血清民共通な変化であ
実験的K生体内Kアレルギー状態(抗原抗体反応)
を発生せしめて，アレルギーに基く臓器の病変，特
に腎炎を惹起させる実験は Longscope(1913-1915) 
(1)によって最初に行われたが，糸球体の変化が余り
にも軽微であったためK，その成績はアレルギー説
を充分に支持出来なかった。而るに吾が固に於て馬
杉及びその一門 (1932)<2)(3)， (1 934)(4)は人体の繍蔓
性糸球体腎炎に匹敵する腎臓の変化を実験動物に作
成し美事K解決した。即ち馬杉等は抗ダイコクネズ
ミ腎ウサギ血清，あるいは抗ウサギ腎アヒル血清を
夫々ダイコクネズしあるいはウサギK注射するこ
とによって，前者において急性期の，後者においては
急性期，亜急性期，慢性期の実験的腎炎を確実に作
成することに成功したのである。乙の成果は Weiss
(1935)(5う Fahr(1935(6)，1936(7)， TSUJI (1937) 
(8¥ Ehrich (1938)<9)，藤本その他 (1954(10)(1)，
1955(12)(13)(14)) によって，臨床的あるいは組織病理
学的に確認せられ，この作成法が腎炎の臨床的，病
理学的研究の有力な手段として，今日においても重 
要視されている。
また， Tiselius (1937)によって完成せられた定量
的電気泳動法は，更KWieland (1948)の櫨紙泳動
法はより頂点を形成した感があり， Deutsh (1945)， 
平井(1951)，吉沢 (1951)，緒方(1952)等は，乙
れ等の方法により正常ウサギ血清の蛋白泳動分析を
行った。ついで感作ウサギ血清蛋白質については， 
辻 (1952)(15う橋本(1952)(16う前川 (1955)(17)等に
よって行われ，感作ウサギ血清は対照に比し，アノレ
ブミンの減少，s，rグロプリンの増加を認め，之は
ると報告した。
岡林とその共同研究者(1954(18う 1958(19う 1959 
(ZO))は長期間にわたる卵白感作実験をウサギKおこ
ない，種々の組織病変とともに血清学的，ならびに
血清蛋白学的所見を報告している。さらに北条 
(1956)(21)は乙の実験において類澱粉症における 
Dysproteinemia について追求した。
著者は馬杉腎炎の作成を， ζの岡林 (1959)(20)に
よる遷延卵白感作ウサギについておとない，その修
飾の検討を試みた。そのさい経時的に腎臓の生検を
くりかえし，同時lζ漉紙泳動法による血清蛋白分
画，ならびに若干の臨床的検査を施行した。その成
績を報告するのが本論文の目的である。
第 2章実験材料及び方法 
1. ウサギの感作 
実験 lとは成熟ウサギ(体重1.7~3.6 kg) 13頭を用 
い，感作院は卵白を使用し，副鼻腔注入(両側各々
原液 1cc)，皮下注射(原液対 1kg 1 cc)を併用し
Tこ。副鼻腔内注入にあたっては，設窓法を用いた。
感作日数は 60~140 日 K及んだ。
2. 抗ウサギ腎アヒル血清の作成
ウサギ腎によるアヒル感作: 成熟ウサギの腎臓
を微温生理的食塩水にで濯流し，両側腎が全く血の
色を失うまで施行する。その腎組織をホモジナイザ
ー器械にて均等化し，アヒル 1羽につき 3ccずつ週 
2回の頻度で腹腔内に注入し，総計 16--35回に及ん
だ。
抗ワサギ腎アヒル血清の沈降価(抗原価)の測定:
感作直後にアヒノレより採血分離した血清につき，上
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述のウサギ腎エムノレヲオン (0.5%蛋白を含有する
液)を抗原として沈降価を測定した。測定はは抗原 
の2 n x 10倍稀釈による重層法を用い，重層後 5時
間で、判定を行った。
抗ウサギ腎アヒ Jレ血清の分離: 抗体価決定後，
服官静脈より全採血を行い，非動化したのち血清を
分離した。 
3. 本実験
上記のごとく感作をおこなったウサギIr.，以下の
方法で抗ウサギ腎アヒル血清を用いて惹起注射をお
となった。感作は惹起注射施行後は中止した。
第 I群 1頭の対照ウサギおよび2頭の感作日数 
60日の感作ウサギ、Ir.，抗体価 320倍の抗ウサギ腎ア
ヒル血清 12ccを1回耳静脈より徐々に静注した。
第E群 1頭の対照ウサギおよび2頭の感作日数 
60日の感作ウサギIr.，抗体価 640倍の抗ウサギ腎ア
ヒル血清 8ccを1回耳静脈より徐々に静注した。
第E群 1頭の対照ウサギおよび 2頭の感作日数 
110日の感作ウサギ、Ir.， 抗体価 160倍の抗ウサギ腎
アヒル血清6ccを1回耳静脈より徐々に静注した。
第百群 1頭の対照ウサギおよび 3頭の感作日数 
110--140日の感作ウサギK，抗体価 640倍の抗ウサ
ギ腎アヒル血清 8ccを1回耳静脈より徐々に静注
した。
4. 腎の生検及び剖検
腎の部分的切除にあたっては藤本の方法に従い，
惹起注射前日，蛋白尿出現当日，および蛋白尿出現
後7日l乙生検を行い，経時的組織学的検崇i乙資し
Tこ。剖検は抗ウサギ腎アヒル血清を静注後 12--43 
日，即ち夫々尿中蛋白出現後7日，および 30日lζ施
行した〔参照 表 1J。
5. 臨康的検査
体重は実験開始前日より，剖検当日まで随時測定
した。尿の検査はカテーテルにより採取した勝脱尿
について，沈澄および蛋白(スJレフォサ Jレチノレ酸
法〉を実験開始前司より経過を追って検した。血清
蛋白分画は Wielandの憶紙泳動法Kより，実験閲
始前日，蛋白尿出現時，蛋白尿出現後7日，および
剖検時l乙耳静脈より採血測定した。 
6. 組織学的検索
腎臓の生検材料および剖検材料は 10倍フォ Jレマ
リン水で、固定し，パラフィン包埋切片については，
ヘマトキシリンーエオヲン染色を主とし，随時必要
に応じて過沃素酸シッフ染色，マロリー燐タングス
テン酸へマトキシリン染色，鍍銀法，沃度反応及び
変色反応を行って観察した。脂質についてはズダン
E染色を凍結切片について試みた。
表1. 実験の概要
ウ番 体重(g)感日 抗腎血清実 生検並びに剖検
サ験 作数
(尿蛋白出現)初 終ギ号群 (日〉 価 (c旦c) 後の日数 
前 o7 30長90 
 12
3000 2800 

前 o7 30持工 72 
2200 2300 60 
x320 12 

74 
 12 
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前 o7発35 
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 8
IV x640 
34 
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 8 
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前 o7長15 
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 8 

発剖検
第3章実験成績
実験成績は第I群，第E群，第E群，および第IV 
群について，それぞれ，尿所見，血清蛋白分屑，お
よび組織病理学所見について記載する〔参照 表 2，
表3J。
第I群ウサギ 90(対照)， 72，74 

尿所見: 抗腎血清注射後ウサ:ギ 90(対照〉は 13

日で尿中蛋白痕跡陽性を呈し， 6日後民消失した。

ウサギ 72，74はそれぞれ 6日， 11日で蛋白尿が出
 
現したが， 21日， 18日K痕跡陽性(+→土〉とな 

った。沈誼は赤血球が主K認められた。

血清蛋白分屑: 卵白感作終了時の血清総蛋白量
はウサギ 90(5.7 g %)，ウサギ 72(7.0 g %)，ウサ
ギ74(7.7g %)にして感作ウサギは著明に増加を示
した。ウサギ 72，74はウサギ 90K比較してアルブ
ミンの減少，ガンマーグロブリンの増加が特徴的民
して，アルブミンはウサギ 72(52.2%)， ウサギ 74
 
(60.1%)，ガンマーグロプリンはウサギ 72(25.2%)， 
ウサギ 74(21.8%)であった。血清蛋白分屑の全経
過に渉る推移l乙，著るしい変動は認めなかった。
腎臓の組織所見:
抗腎血清注射前(生検〉 ウサギ 72の間質K軽微
の円形細胞浸潤がある他著変がなかった。
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表 2. 実験成績の概要
1+1土1+1沼1{ 6 .4]68 .4]7.71+18凶 
:;:;J1klJlJ;lJI:コ
 
腎 臓 所 見 (剖 検〉
概 要
軽度な糸球体腎炎
軽度な糸球体腎炎
+軽度尿細管変化
十|糸球体腎炎
+中等度尿細管変化
1+1+1+1 1 1 +1
 軽度な糸球体腎炎
糸球体腎炎
十中等度尿細管変化
十 ~糸球体腎炎(類線維素変1
性)+中等度尿細管変化
+ 円一体腎炎
十 十 軽度な糸球体腎炎
土|軽度な糸球体腎炎

軽度な糸球体腎炎

i 十 1 -1+ +十|軽度な糸球体腎炎
明:LlJlJl:J 1 +中等度尿細管変化
糸球体腎炎〈類線維素壊死+1十 +1 化)+中等度尿細管変化
十 1 ;糸球体腎炎十 (類線維素変性)
時ズ Jレフオ 1滴にて陽性， +十ズノレフオ 2~3 滴にて陽性，
十ズ Jレフオ 5滴にて陽性，土ズルフオ 5滴にて痕跡陽性。
蛋白尿出現当日(生検) 組織学的変化は糸球体，
尿細管に認められる。ヴサギ 90(対照}の糸球体は
極めて軽度に腫大し，ボウマン嚢と癒着を認めると
とろもある。ウサギ 72は糸球体腫大し，一部細胞
K富み，軽度の貧血性を呈する。ボウマン嚢内K赤
血球の漏出を一部認めた。ウサギ 74は瀬葺性に糸
球体は膨化腫大し，細胞は増加している。係蹄毛細
血管の内腔は赤血球少く，糸球体には線維素血栓を
形成している所もあり，又一部の嚢腔内K蛋白様物
質を認める。尿細管組織はウサギ 74，て一部代償ζ
性肥大を示し，管腔に硝子様円柱の停滞が目立つ。
間質毛細血管K血撲の浸淫が見られる。
蛋白尿出現後7日(生検) ウサギ 90，72は前回
生検時と著るしい変化なく，ウサギ 74の糸球体は
引き続き禰蔓性lζ膨化腫大し，係蹄壁上皮細胞の増
殖が見られる。
蛋白尿出現後 30日(剖検) ウサギ 90，ウサギ 72
共に腎臓の変化は進展している。即ち一部糸球体の
膨化癒着のほかに，新らたに一部ながら係蹄毛細血 
管の線維素血栓形成及びボウマン嚢腔の蛋白様物質
を認める。ウサギ 74は繍蔓性糸球体炎の像を呈し
ている。各例とも尿細管主管上皮に脂質を認めない
〔参照 図 1，図 2J。
即ち，感作日数 60日のこの群は対照ウサギに比
較して，ウサギ 72，74は蛋白尿出現と同時に糸球
体，尿細管により強い変化を示し，特にウサギ 74の
糸球体炎は著明であった。剖検時各例とも組織学的
所見の進展を認め，ウサギ 9072は軽度な糸球体炎
の像を，ウサギ 74は禰蔓性糸球
，
体炎を認めた。血
清蛋白分画はウサギ 90，74と類似しているに拘ら
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表 3. 血清蛋白分屑成績
工 宜 E IV協 田 1 72 1 74 13 1 56 1 91 31 _116 1 24 却|ぉ 1 34 1 15 
総 目IJ 5.7 7:0 7.'7 6.4 7.9 7.4 6.2 7.3 6.9 6.1 8.4 7.7 6.9 
蛋 。7.2 8.0 7.4 6.3 7.1 6.6 6.2 8.4 7.4 6.9 9.4 7.6 6.8白
量 7持特 7.1 7.6 7.0 6.6 5.8 6.3 8.2 ‘ 7.3 6.3 8.7 7，5 1.0 
(g%) 30持 6.3 7.4 6.'7 6.7 6.6 4.8 
前 2.60 1.09 1.50 2.17 1.79 0.99 1.57 1.31 1.25 1.89 0.87 0.56 0.90 
A 。2.09 1.22 2.09 1.48 1.36 0.79 1.52 0.61 1.30 2.36 0.74 0.60 1.01G 
比 
7栄誉 2.11 1.37 1.93 2.23 0.97 1.38 0.63 1.41 1.15 0:82 0.66 0.63 
30特 2.08 1.35 2.15 1.00 1.95 1.17 
ア 前 72.2 52.2 60.1 68.4 64.2 49.7 61.1 56.8 55.6 65.4 46.4 35.8 47.5 
Jレ
ブ
。67.6 55.0 67.9 59.7、 57.5 44.0 60.3 38.0 56.5 74.2 42.4 37.5 50.4 
、、、 7特長 67.9 57.7 65.9 69.1 49.2 58.1 38~7 58.5 :53.6 45.1 39.4 38.5 
ン 
30持 67.6 56.0
C%) 
68.2 50.0 66.1 54.0 
、
前 10.7 15.7 11.8 12.8 8.3 9.7 17.9 16.4 15.5 13.0 10.3 17.1 14~3 
α 
。9.5 10.1 6.3 17.2 13.2 19.5 14.2 20.0 11.9 8.2 8.2 13.5 12.6 
グ 7長脅 10.9 9.9 12.0 9.4 18.7 18.3 22.7 13.1 15.6 7.4 予 10，7 17.5 
'30特 12.5 12.3 12.8 12.1 8.7 17.6 
ロ
前 7.9 8.9 6.2 11.1 9.2 15.4 9.1 9.3 9.1 10.5 8.4 20.0 12.9 
フ
戸
。8.1 8.2 6.4 10.1 7.9 17.8 11.3 16.5 7.1 5.0 7.7 16.5 12.9 
7柴玲 8.7 10.5 9.8 5.5 15.0 12.7 18.8 8.5 16.4 8.5 17.6 20.9 
ン 30持 7.4 10.7 8.4 15.0 6.8 13.3 
% 
前 9.2 25.2 21.8 7.7 18.3 25~2 11.9 17.5 19.8 11.1 34.9 17.1 25.3。14.8 26.7 15.3 13.0 21.4 18.7 14.2 25.2 24.5 12.6 41.7 32.5 24.1 r 
7器発 12.5 21.8 13.3 16.4 17.2 10.9 19.8 19.9 14.4 39.0 31.4 23.1 
30発 12.5 21.0 10.6 22.9 18.4 15.0 
長第 I群b 第E群剖検，州第E群，第IV群剖検。
ず，組織学的所見に著るしい相違を示じた。 %)と減少を示した。特徴的なのはガンマーグロプ
第II群ウサギ 13(対照)， 56，91 リン値で，ウサギ 13は7.7%K対し，ウサギ 56，91 
尿所見: 抗腎血清注射後ウサギ 13.(対照〉は 8日 はそれぞれ 25.2%，18.8%と著るしく増加してい
自民弱陽性!'c.， ウサギ 56，91はそれぞれ6日， 7日 る。全経過にわたる血清蛋白分屑の変動は著明でな
で強陽性l乙尿中蛋白を認めた。蛋白はウサギ 561と い。
於て，蛋白出現後 19日目より減少(朴→十〉の傾 腎臓の組織病理学的所見:
向を示した。沈誼は主に白血球を認め，これに僅か 抗腎血清注射前(生検) ウサギ 91は糸球体の軽
の赤血球，上皮細胞が出現した。 微の腫大と，その係蹄の軽い浮腫性膨化を認めるも
血清蛋白分屑: 対照ウサギ 131乙比して，感作ウ のもある他，その他には著変を見ない。
サギ 56，91はアルブミンの減少，および総蛋白，ガ 蛋白尿出現当日(生検) ウサギ 13(対照)の糸
シマーグロブリシの増加が著明である。即ちウサギ 球体は軽度に膨化し，一部の糸球体内の細胞は富 
13の総蛋白量6.4g%に対し，感作ウサギ 56，91は み，且つ一部氏嚢壁の癒着と線維素血栓を示すに反
夫々 7.4g %， 7.9 g %である。アルブミンは対照ワ し，ウサギ 56，91の腎小体の変化は著明にして，ウ
サギ (68.4%)， 感作ウサギ 56(49.7%)， 91 (64.2 サギ 56は禰蔓性に糸球体の膨大，細胞の増殖を認
〆
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め，糸球体毛細血管は著明I乙貧血性である。また糸 抗腎血清注射前(生検〉 対照、ウサギ，感作ウサ
球体内K線維素血栓を形成し，ボウマン嚢と癒着を ギともに糸球体It著変はなかった。
認めるととろもある。ウサギ 91の変化は更に強く， 蛋白尿出現当日(生検) ウサギ 31の糸球体は柏
線維素血栓は広範囲に出現し，嚢内腔に蛋白様物質 乏血状lとして，一部ボウマン嚢壁と癒着を示してい
を認める糸球体が多い。尿細管主部上皮の変化は見 る。ウサギ 16はウサギ 31より柏変化は強く，糸球
られないが，尿細管内腔の硝子様円柱はウサギ 56， 体は軽度比膨化腫大し，一部嚢壁と癒着していると 
91p:於て増加している〔参照 図3，図 4)。 ζろもあり，僅かな糸球体K嚢内蛋白様物質の貯溜
蛋白尿出現後7日(生検) ウサギ 13，56，91と を認めるにすぎない。係蹄の細胞増生は著明でな
もに，蛋白尿出現当日の生検と比較して，糸球体変 い。ウサギ 24はウサギ 16より変化は軽微である。
化の進展は見られない。 蛋白尿出現後7日(剖検〉 蛋白尿出現時に比し，
蛋白尿出現後 30日(剖検) 組織学的にウサギ 13 糸球体の変化は精進展し，ウサギ 31は極一部の糸
の糸球体は部分的に腫大，癒着し，線維素血栓を小 球体嚢内K蛋白様物質を認め，ウサギ 16は一部糸
範囲K尚認めるが，蛋白尿出現当日比比較して病変 球体K線維素血栓出現し，間質細血管の充血，硝子
の進展は見られなし、。ウサギ 56，91は対照ウサギに 化を認める。ウサギ 24の糸球体所見は蛋白尿出現
くらべると，糸球体，尿細管内腔の所見は強い。糸 時と大差はない。
球体は禰蔓性l乙腫大し，核豊多，乏血，血栓形成， 乙の群は尿中蛋白僅微lとして，腎臓の変化は軽度
及び嚢腔内への蛋白様物質を小範囲ながら認めてい な糸球体腎炎の像といえよう〔参照 図5，図 6)。
る。乙れらの変化は蛋白尿出現時の変化と大差を認 第 IV群 ウサギ 40(対照)， 35，34，15 
めがたいが，僅かにウサギ 911乙ボウマン嚢壁の肥 尿所見: 抗腎血清注射後ウサギ 40は12日自民
厚硬化と，尿細管上皮細胞の変性が一部氏注意され 弱陽性托尿中蛋白を証明し，その他のウサギ 35，34， 
t。尿細管主部上皮l乙は各例とも脂肪沈着に著明の 15 はいずれも 5~6 日で強陽性 K蛋白出現した。尿
ものはなかった。 中蛋白は剖検時迄同程度K継続した。沈査は白血球
関jち，対照ウサギと感作ウサギの腎臓所見は著る を主とし，赤血球，上皮細胞を認めた。
しい相違を示した。またこの群では第I群l乙比し， 血清蛋白分屑: 対照ウサギ 401(くらべて，ウサ
感作日数は同一でも，抗腎血清の抗体価の相違は， ギ 35，34，15は何れもアルブミンの減少，総蛋白
尿中蛋白の増量および発現日数の促進，且つ，糸球 量，ガンマーグロブリンの増加が著明である。アル
体，尿細管の所見を強め，禰蔓性糸球体腎炎の像を ブミンは対照、ウサギ 65.4%，ウサギ 35，34，15はそ
呈した。 れぞれ 46.4%， 35.8%，47.5%と著るしい減少をし
第 111群 ウサギ 31(対照)， 16，24 めした。叉ガンマーグロプリンは 25--35%(対照ウ
尿所見: 抗腎血清注射後ウサギ 31(対照)は 17 サギ 119る)1(増加を感作ウサギl乙認めた。全経過に
日にして痕跡的K尿中蛋白を証明し，感作ウサギ わたって血清蛋白分画を比較すると，著るしい変動 
16，24はそれぞれ 10日， 12日に弱陽性に蛋白出現 はなかった。
し，その後各例とも 3日， 3日， 5日にして尿中蛋白 腎臓の組織病理学的所見:
は消失した。 抗腎血清注射前(生検〉 対照ウサギl ウサギ 15
血清蛋白分屑: ウサギ 31(対照)1(比較して， は著変を認めず，乙れに反しウサギ 351(は巣状の
ウサギ 16，24はアルブミンの軽度減少，総蛋白量， 軽度の間質硬化，ウサギ 34は糸球体に軽度の腫犬，
ガンマーグロプリンの軽度増加を認める。即ちウサ その係蹄の浮腫性膨化ないし肥厚，ボウマン嚢腔中
ギ31の総蛋白量 6.2g%に対し， ウサギ 16，24は への蛋白様物質の惨出，硝子様円柱の見られるとこ
それぞれ7.3g%， 6.9g %にして，アルブミンはウ ろもある〔参照図 11，図 12)。
サギ 31(61.1%)に対し，ウサギ 16(56.8%)，ウサ 蛋白尿出現当日(生検) 組織学的に著るしい変
ギ 24(55.6%)と僅かに減少している。グロブリン 化は主として糸球体K認められる。ウサギ 40(対
特にガンマーグロプリンは対照ウサギ 11.9%，感作 照)では糸球体は一般に腫大，浮腫性膨化，軽度の
ウサギ 16，24は各々 17.5%，19.8%と増加してい 乏血を認めるに反して，ウサギ 15の糸球体は著る
る。 しく浮腫性膨化を呈し，細胞が多く，貧血著明であ
腎臓の組織病理学的所見: る。同時に線維素血栓の形成が可なりの範囲の糸球
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体係蹄l乙見られる。且つ嚢内l乙蛋白様物質が貯溜す
る像も所々認めた。尿細管の脂肪沈着は見られず，
間質細血管の拡張は著るしい〔参照 図7，図 8J。
ウサギ 34は極めて激烈な糸球体の変化を示す。即
ち糸球体は一般に著るしく腫大し，核豊多の傾向は
部分的に示されるが，稀ならずその係蹄の一部!"C:， 
あるいは全部氏渉って類線維素変性乃至壊死の混在
を認める。ボウマン嚢中には強い蛋白様物質の惨出
を見る。あるものは係蹄の著明な充血乃至出血を惹
起している。尚一部では蛋白様物質の惨出の為K，
ボウマン嚢は著明K拡張しておるのK反し，糸球体
係蹄はむしろ萎縮硬化しているととが注意される
〔参照図 13，図 14，図 15，図 16J九また乙れら糸
球体所属の尿細管組織では上皮の萎縮，基底膜の肥
厚，細尿管の内腔lζは硝子様円柱が著るしく出現し 
ている。主部上皮の不規則な脂肪沈着を認めた。ゥ 
サギ 35は糸球体の変化に比較して，尿細管内腔K 
硝子様円柱の出現が殊に強いととが注意される。
蛋白尿出現後7日(剖検〉 ウサギ 34は肉眼的に
腎表面は粗にして膨隆し貧血性である。組織学的に
はウサギ 15は生検時より病変進行し，類線維素変
性を示すところもある〔参照 図9，図 10J。ウサギ 
34も亦糸球体の変化は生検時より進行し，血疑惨出
像の更に広範となる像を認めた〔参照 図 17，図 
18J。ウサギ 35は生検時と著るしし、変化はなく，ウ
サギ 40(対照)は却って糸球体腎炎は軽度となり，
係蹄における軸性乃至不規則な線維化を見る。
即ち， ζの群の腎臓変化は著明であって，対照ウ
サギにくらぶべくもなく，ウサギ 34は腎小体の激
烈な類線維素変性及び血媛惨出の強~，類線維素壊死
化性糸球体腎炎を示し，ウサギ 15は重症な繍蔓性
第工群 1頭の対照ウサギおよび 2頭の感作ウサ
ギ(感作日数 60日)K，抗体価 320倍の抗ウサギ腎
アヒル血清 12ccを1回静注。
第E群 1頭の対照ウサギおよび 2頭の感作ウサ
ギ(感作日数 60日)K，抗体価 640倍の抗ウサギ腎
アヒル血清 8ccを1回静注。
第E群 1頭の対照ウサギおよび 2頭の感作ウサ
ギ〈感作日数 110日)K，抗体価 160倍の抗ウサギ
腎アヒル血清 6ccを1回静注。
第百群 1頭の対照ウサギおよび 3頭の感作ウサ
ギ(感作日数 110---140日)K，抗体価 640倍の抗ウ
サギ腎アヒル血清 8ccをl回静注。
について施行した。
著者の実験では，まず蛋白尿は抗腎血清注射後 5
~12 日の潜伏期をもって出現したが，馬杉等 (1932
日，藤本等4--11勺の実験では注射後1934()，α)(3
(195400)0 1955(2)(13)(14) の実験では 3:--12日で1)， 
出現を見ている。最初より蛋白尿の強陽性の例，ウ
サギ 15，34，35，91，56があり，ウサギ 90は蛋白尿
出現後6日Kて消失した。またワサギ、 31，'16，24も
蛋白尿出現後 3--5日比て何れも消失した。ウサギ
72，74では減少し痕跡的となった。 
血清蛋白分屑は前述した如く，辻 (1952)(15)，前
)1 (1954)(17)等は感作ウサギ血清は対照にくらべて 
アルブミンの減少，s，rグロブリンの増加を認め，
之はアレルギー性変化惹起ウサギ血清K共通な変化
であると報告した。更に岡林 (1959)(20)，北条(23)は
ウサギl乙おいて卵白を用い副鼻腔その他から 1カ年
以上にわたる遷延感作の実験を行い，血清蛋白像の
経過を追って急性相，亜急性相，亜慢性相，慢性相
の変動について述べ，まず亜急性相と慢性相lととく
糸球体腎炎の像を呈している。，乙高ガンマーグロプリン血症を認めた。 また 49日
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著者は北条(23)の成績にもとづき，グロプリン増加
を示す亜急性期の卵白感作 60日のウサギ，および
亜慢性期の卵白感作 110--140日のウサギ K，馬杉 
の方法K従って作成しナこ抗ウサギ腎アヒル血清を静
脈内注射し馬杉腎炎の作成をこ〉ろみた。その際尿
検査，糖紙泳動法による血清蛋白分画と併行して腎
也臓の生検をくりかえし行い，経時的に腎臓の変化を
追求することにつとめた。
本実験は 4群，即ち， 
の亜急性相にアルブミンの減少，ガンマーグロプリ
ンの増加傾向， 128日の亜慢性相にアルブミンの増
加，ガンマ{グロプリンの減少傾向を報告してい
る。本実験lζ於ては，対照ウサギのアルブミン 61.1
~72.2% K対し，感作日数 60日のウサギでは 49.7
--64.2%，110--140日のウサギでは 35.8--56.8%と
共に減少傾向を示している。また或る程度生体の個
性をもった生物学的存在と考えられるグロプリン特
托ガンマーグロプリンは， 対照ウサギ 7.7 --11.9% 
と著しく増加している。18.3_;'34.9%くらべて， 1ζ
感作 60日のウサギでは 18.3--25.2%，感作 10....140

特岡林 (1959)(22)は遷延卵白感作ウサギにおいて同様の特色のある腎炎の発生するのを認め，こ
れを血媛惨出のつよい類線維素壊死化性腎炎と呼んだ。
--1856ー 千葉医学会雑誌 第 35巻
日のウサギは 17.5~34.9% にして共に増加を示して の後に型の如く抗腎血清を注射したA群と，抗腎血
いる。感作日数 60日， 110日によるアルブミン，ガ 清による逆抗原抗体反応のB群の組織学的変化を比
ンマーグロプリンの著るしい増減の差を認めない。 較検討し， B群においてはそれぞれ典型的な糸球体
また全経過にわたって追求した血清蛋白分屑の変動 腎炎をお乙し，その軽重の差乙そあれ馬杉腎炎とし
は，抗腎血清注射前，蛋白尿出現時i剖検時の各時 ての組織表現を生じた。一方A群においては予期lζ
期比著るしい増減の変動を見出さなかった。 反して腎変化はB群に比し軽微であると報告してい
馬杉等 (1934)ωは糸球体の変化は血援の停滞，フ る。著者の長期感作実験l乙於ては，却って遷延卵白
イブリン血栓，内皮細胞の増殖，赤血球の消失，及 感作ウサギにその程度の差はあるが，変化の増強し
び血管壁の浮腫を認めているのに反して， Weiss た糸球体炎の像を得，遷延卵白感作によって馬杉腎 
(1935)(5)，Fahr (1935(6う1936(7))は糸球体毛細血 炎に修飾を加える乙とが出来た。
管の充血がまず起り，ついで乏血となると報告し， 尿細管組織像では，主部腔内lζ硝子様円柱の出現
また，藤本 (1954(10)(1)， 1955(12)(13)(14) は馬杉腎 が感作ウサギ 56，91，35，34 I乙於て特に注意された。
炎ウサギ腎臓の生検繰返しによる経時的追求l乙ょっ ウサギ 34の主部上皮に不規則な脂肪沈着を認めた。
て，糸球体炎の発生と進展の様相を把握した。即
ち，1)糸球体係蹄壁の浮腫性膨化と硬化， 2)係蹄
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の網胞構造化と線維化， 3) 係蹄毛細血管の血行静 著者は遷延卵白ウサギl乙馬杉腎炎を加重せしめて
止と壊死の 3種類の基本的病変(糸球体炎)を詳細 その病理組織学的所見を生検により経時的に観察し
に記載した。 ζの研究成果は抗腎血清の 1回注射後 Tこ。
の糸球体炎の推移を明らかにしたものである。一方 本実験は第I群，第 E群ともに感作日数 60日の
岡林 (1959)(23)はウサギにおける副鼻腔その他から ウサギ各々 2頭K，それぞれ 320倍， 640倍抗腎血
の遷延卵白感作の実験Kおいて，系統的免疫反応の 清を 1回静注し，第E群は感作日数 110日のウサギ
他民亜敗血性，変体敗血性，側敗血性，後敗血性の 2頭に 160倍抗腎血清を 1回静注，第IV群は感作日
諸種疾患の発生するのを見，また，血清蛋自にはガ 数 110 ~ 140日のウサギ 3頭K 640倍抗腎血清を 1
ンマーグロプリンの変動を認めた。か〉る遷延卵白 回静注した。各群に対照ウサギをそれぞれ 1頭宛使
感作状態児童積したとの馬杉腎炎がいかに修飾され 用した。尚遷延卵白感作ウサギの血清蛋白像の変動
るかを本実験に於ては追求した。そこには変化の増 をも併せて追求した。
強された糸球体炎を全例lζ認めた。糸球体の禰蔓性 血清蛋白像については，抗腎血清注射前および注
変化のあるウサギ 74，56，91，15，34から，一部巣 射後ともに感作ウサギの著るしいアルブミンの減
状K糸球体一部乃至係蹄一部l乙変化のあるウサギ ♂少》総蛋白量及びガンマーグロプリンの増加が特徴 
72，35，16，24と一様でなく，対照ウサギ 90，13， 的であった。 
31，40は何れも軽度の糸球体炎の像を呈した。糸球 病理組織学的所見については，くりかえし行った
体係蹄の浮腫性膨化，核豊多は多くの症例花見ら 生検によって糸球体炎の進展の速さは遅々ではある
れ，係蹄の血行静止，毛細血管の線維素血栓の過程 が，多少進展する乙とをたしかめた。また，感作ウ
はウサギ 56，91，74，34，15 Iζ於て著明記認めTこ。 サギは対照ウサギに比較して，全例において馬杉腎
嚢腔内の蛋白様物質は感作ウサギ 56，91，74，35， 炎が比較的強く出現することを認めることが出来 
34，15 K広範囲に認め， 特にウサギ 34は極めて著 Tこ。即ち，係蹄の浮腫性膨化，核豊多と貧血の諸変
明な類線維素変性及び血紫惨出のつよい類線維素壊 化についてそうであった。尚第E群の 1例と第IV群
死化性糸球体炎を認めた。 の2例l乙は対照に見なかった類線維素変性乃至壊死
腎臓の変化と血清蛋白分屑の歪みと結びつけるこ の出現を見た。
とは困難であったが，一般に血清蛋白像の歪み(広 一般に血清蛋白像の歪み(広義の Dysproteine・
義の Dysproteinmia)の著明な例感作ウサギ 91， mia)の著明な例では，腎臓の組織学的変化も比較 
34，15，35，56.では腎臓の組織学的変化も比較的高 的高度且つ持続的の傾向が気付かれた。また，馬杉
度且つ持続の傾向があった。 腎炎加重前に係蹄の浮腫性膨化乃至肥厚，ボウマン
三宮(1954)<25)は実験動物l乙予め抗腎血清供給動 嚢腔中への蛋白様物質の惨出，硝子様円柱のすでに
物の正常血清をもって短期間 (4"，5回)感作し，そ 見られていた 1例(第百群)においては，その馬杉
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腎炎が特色ある血紫惨出のつよい類線維素壊死化性
糸球体腎炎を呈するのを認める乙とが出来た。
稿を終えるにあたり，御懇篤な御指導と御校
聞を頂いた恩師岡林篤教援，藤本輝夫助教授に
心から感謝の意を表します。また，大久保春男
博士並びに教室員各位の御協力を併せて感謝し
ます。 
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附図の説明

第 I群の対照〔図 1Jと本実験〔図 2J

図1. C対照〕ウサギ  90(第 I群)ー蛋白尿出現後 
30日。軽度な糸球体腎炎。ヘマトキシリンーエオ
ジン染色。
図 2. C本実験〕 ウサギ 74(第工群)ー蛋白尿出現
後 30日。糸球体腎炎，細胞増生及び血撲惨出が対
照より強い。ヘマトキシリンーエオジン染色。
第 II群の対照〔図 3Jと本実験〔図 4J
図 3. C対照〕 ウサギ 13(第E群〉一蛋白尿出現日。
軽度な糸球体腎炎。 ヘマトキシリンーエオジン染
色。
図 4. C本実験〕 ウサギ 91(第E群)ー蛋白尿出現
目。糸球体腎炎，糸球係蹄の線維素血栓と著明な
硝子様円柱。ヘマトキシリンーエオジン染色。
第 111群の対照〔図 5Jと本実験〔図 6J
図 5. C対照〕 ウサギ 31(第E群)ー蛋白尿出現後
7日。軽度な糸球体腎炎。ヘマトキシリン『エオ
ジン染色。
図 6. (本実験〕 ウサギ 16(第E群)ー蛋白尿出現
後 7日。糸球体腎炎(対照より僅かに強い)。 へ
マトキシリンーエオジン染色。
第 IV群の対照〔図 7Jと本実験〔図 8-'18J
図 7. C対照〕 ウサギ 40(第百群)ー蛋白尿出現日。
糸球体腎炎。へマトキシリンーエオジン染色。
図 8. (本実験〕 クサギ 15(第IV群)ー蛋白尿出現
目。糸球体腎炎(対照より強い〉。 ヘマトキシリ
ンーエオジン染色。
図 9と図 10. C本実験〕 向上ウサギー蛋白尿出現
後 7日。腎炎はや、進行している。係蹄の線維素
血栓乃至類線維素変性がや〉著明 lとなっている。
ヘマトキシリンーエオジン染色。
図 11と図 12. C本実験〕 ウサギ 34(第IV群)ー抗
腎血清注射前。糸球体係蹄の膨化と軽度の線維化
硬化。図 11はヘマトキシリンーエオジン染色。図 
12は過沃素酸シッフ染色。
図 13. (本実験〕 向上ウサギー蛋白尿出現日。撲
液浸出の強い類線維素壊死化性糸球体腎炎。ヘマ
トキシリンーエオツン染色。
図 14. C本実験〕 向上。へマトキシリンーエオジン
染色。
図 15. (本実験〕 向上。ヘマトキシリンーエオジン 
染色。
図 16. C本実験〕 向上。萎縮硬化性糸球体の類線
維素壊死化。へマトキシリンーエオジン染色。
図 17. C本実験〕向上。ー蛋白尿出現後  7日。疑
液浸出の強い類線維素壊死化性糸球体腎炎。ヘマ
トキシリンーエオジン染色。
図 18. C本実験〕 同土。燐タングステン酸ヘマト
キシリン染色。
第 5号 野際論文附図(1) -1859ー
図1. C対照〕ウサギ 90(第工群〉一蛋白尿 図2. C本実験〕ウサギ 74(第 I群)一蛋白尿出
出現後 30日。軽度な糸球体腎炎。 現後 30日。糸球体腎炎(対照より強い〉。
岡 3. (対照〕ウサギ 13(第E群〉ー蛋白尿 図 4. [本実験〕ウサギ 91(第E群)プス蛋白尿
出現日。軽度な糸球体腎炎。 出現日。糸球体腎炎(対照より-強い)。
図5. C対照〕ウサギ 31(第m:群)一蛋白尿 図 6. (本実験〕ウサギ 16(第m:群)一蛋白
IJ¥現後 7日。軽度な糸球体腎炎。 尿出現後 7日。 糸球体腎炎(対照よ
り僅かに強い)。
-1860ー 野際論文附図  (II) 第 35巻
図 7. C対照〕ウサギ  40(第百群)ー蛋白尿 図 8. C本実験〕ウサギ  15(第百群〉ー蛋白尿
出現日。糸球体腎炎。 出現日。糸球体腎炎(対照より強い)。
図 9. C本実験〕向上ウサギー蛋白尿出現 図 10. C本実験〕向上ウサギ。(強拡大)。
後 7日。腎炎はやや進行している。
図 11. C本実験〕ウサギ  34(第 IV群) 図 12. C本実験〕向上ウサギ。(強拡大)。
-抗腎血清注射前。糸球体係
蹄の膨化と軽度の線維化硬化。
第 5号 野際論文附図  (m) -1861ー
図 13. [本実験〕向上ウサギー蛋白 図 14. r本実験〕同上。
尿出現日。柴液穆出の強い類
線維素壊死化性糸球体腎炎。
図 15. [本実験〕向上。 図 16. [本実験〕向上。萎縮硬化性
糸球体の類線維素壊死化。
図 17. [本実験〕向上ー蛋白尿出現 図 18. [本実験〕同上。
後 7日。媛液惨出の強い類線
制t素壊死化性糸球体腎炎。
